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られ，親性準備性もしくは親準備性＊として 1980 年代以降，心理学，医学，教育学の分野
で検討されてきた．ここでは，これまでの先行研究を総括したうえで新たな知見を見出し

































                                                   
＊ 本稿では以後これらを含めた概念として親性準備性に統一し使用する 




























































































































































研究協力者は関東の大学 2 校の学生，755 名，有効回答 610 票(男性 248 名，女性 362 名)
であった．年齢範囲は 18 歳から 29 歳であり，平均年齢は 20.08(SD=1.60)歳であった．調
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